
 
 

 

☆校長より☆ 今回の活動はエージェンシーを発揮した優れた探究活動だと考えます。探究活動で言う課題とは「理想の未来」と 

「成り行きの未来」との GAP を考えるものですが、ここでは『離れてしまった人々のこころを、再び繋げるにはどのような手段 

があるか』を課題として設定しています。そこで、考え出した解決方法が「ココミル交流版」の設置です。今回は、これを実装に 

よって試行し、その問題点を探っています。現在、総探の時間に限らず、このような社会と直接関わる探究活動に取り組む高校生 

が増えてきていると感じています。皆さんも、課題設定の意識をもって自分の地域を見てみましょう。   (校長 原 拡史） 


